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　現在ある公共施設の全てを、築30年で大規模
改修し、築60年で建て替えるとした場合、更新
実績(直近５年平均)の約1.6倍もの財源が今後40
年間必要になります。

　なお、すでに30年を経過しているものの、ま
だ手がつけられていない施設も多く残っていま
す。さらに、この整備費用とは別にかかる維持費
用も莫大になります。

　少子高齢化に伴い、税収の減少と、
社会保障費用の増加が予想されること
から、施設の整備・改修に充てられる
財源は減少すると考えられます。

現状を維持するためには、莫大な財源が必要です33
問題

施設に充てられる財源は今後減少していきます44
問題

津市の年度別公共施設(建物系)の更新費用試算

津市の人口構成予測

整備費用

維持費用

整備費用

維持費用
改修、管理、
解体費など

建設費など

施設にかかる費用は
造るときだけじゃ
ないんだね。

施設の整備費用は氷山の
一角で、維持費用にはその
３～５倍もかかるんだよ。

このままだと
未来の津市民の
大きな負担に
なるんだね…

生産年齢人口が
大幅に減少

■大規模改修費(築30年経過）
■大規模改修費(築31～50年経過）

■建て替え費(築60年経過）
■更新＋新規整備費実績(平成22～26年に大規模改修・建て替え・新規整備を行った建物)
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老年人口
（65歳以上）

年少人口
（０～14歳）

生産年齢人口
（15～64歳）

平成22～26年にかかった費用
平均73億円/年

今後40年でかかる費用
平均118億円/年約1.6倍

ばく　だい


